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　町田（1989: 17, 10, 19）は日本語ではル・タの乏しい形式が多様な意味を持つことから，時制・
アスペクトの意味を規定する条件を明確化する必要があるとして「時制・アスペクトが日本語で
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「経験」「状態」と五分類し，「経験」の用法は結果継続からの派生であると説明している。










（Ⅰ）継続    （1）動きの継続
       （2）変化の結果の継続
（Ⅱ）  （1）反復


























（1）  （テレビのニュース）俳優の渥美清さんが 1週間前に亡くなっていたことがわかりました。
（2）  昨年，本因坊治勲と小林光一天元が相次いで 1000勝を達成したが，大竹英雄九段も昨年






























































　検索ソフトは KWIC Finder Ver.3.28を使用した。
　収集された「ている」の例文は社会科学 980文，自然科学 1095文であった。それを 2.2で述


























































































運動短期 13 1.3% 54 4.9% 67 3.2%
運動長期 255 26.0% 333 30.4% 588 28.3%
繰り返し 11 1.1% 31 2.8% 42 2.0%
結果状態 353 36.0% 192 17.5% 545 26.3%
効力持続 193 19.7% 108 9.9% 301 14.6%
性状 155 15.8% 377 34.4% 532 25.6%
合計 980 100.0% 1095 100.0% 2075 100.0%


































　会話はそれぞれから 20万字採用し，小説はそれぞれから 5万字ずつ採用して，会話 40万字，小説 40万
字のコーパスを構成した。
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運動短期 167 11.6% 388 24.7% 67 3.2%
運動長期 321 22.4% 337 21.5% 587 28.3%
繰り返し 135 9.4% 72 4.6% 42 2.0%
結果状態 560 39.0% 442 28.1% 545 26.3%
効力持続 144 10.0% 125 8.0% 302 14.6%
性状 109 7.6% 207 13.2% 532 25.6%




























































































































   　また，ジュヴェー門下のフランソワ・リウーらと，メキシコのラウル・ドルッカー＝コ
リンらは，血管作動性腸ポリペプチドに，睡眠促進作用があり，とくにレム睡眠に効果が
あるという結論を，それぞれネズミとネコでの実験から③えている。
   　これよりずっと以前から，ドルッカー＝コリンは，レム睡眠期のさい，脳幹には未知の
蛋白質が出現している，とくりかえし①報告してきた。



































































思考・言語 124 67.0% 92 82.9%
その他 61 33.0% 19 17.1%























































   　福祉面では，在宅サービスの他に老人ホーム，老人サービス・センターがあり，ホーム・
へルパー，ナイト・シッター，ソーシャル・ワーカーなどが配置されている。
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   　だが，今後のデイ・ケア充実のためにはデイ・ケア各施設が，分化・分業について意識
的に研究をしないと，施設相互間の協働にも支障をきたし，折角の社会投資も有効に生か
せないことになる。
   　ことにデイ・ホスピタルで扱う対象をもっとはっきりと選別しなければならないとの指
摘がなされている。たとえば孤独感を持ったり無視されたりしたケースは心理的な問題な
のだから，これをデイ・ホスピタルで取扱うべきではないといった声もある。
   　たしかにこれらの症候が医学と関係なく起こってくる場合はデイ・センターで扱うべき






































   　それがじつは独立宣言やリンカーンの焼直しであることは，アメリカのジャーナリスト
にはとうの昔に見抜かれていたところであるが，論理的にもおかしな文脈である。





   　老年人口が近年急増していることは前述したが，現実にどのくらいかというと，
一九八〇年で一千万人を越したと推定されている（厚生省人口問題研究所の推計）。
   　第一回の国勢調査の行なわれた一九二〇年はわずか二百九十四万人だった。これが十年
後の一九三〇年には三百六万人になった。この間の伸び率はわずか四パーセント強である。






































































































   　もともと進化論には適応，系統，分岐という三つのテーマがある。ダーウィンは「適応」
をもっとも重視した。ダーウィン進化論や総合進化説は，生物が環境に適応して生き残る
ことから進化がはじまるとみる。（中略）
















































































































































































Long-term Progressive and Perfective Usages of teiru in Scientifi c Books:
Describing the Premise and Presenting the Conclusion 
GODA Sumire
Project Collaborator, National Institute for Japanese Language and Linguistics
Japan Women’s University
Abstract
Th is study examined the function of teiru in scientifi c books, focusing on its long-term progressive 
and perfective usages. Following Kyo (2000), this study categorized the progressive usage of teiru 
into two types: short-term progressive and long-term progressive. Th e fi rst describes the progress 
of everyday actions, whereas the second presents a social or natural phenomenon or a writer’s 
thoughts on a certain phenomenon. Th e perfective usage of teiru implies that the infl uence of a 
past event still remains in the present situation. In scientifi c books, the perfective usage is applied 
to quote a preceding study.
  In scientifi c books, long-term progressive and perfective teiru have the function of expressing a 
“topic of a paragraph” or “conclusion”. When used at the beginning of a paragraph, teiru functions 
to establish the premise of an argument by presenting a thought, situation, or phenomenon 
before the discussion of the continuous part. And, at the end of a paragraph, teiru indicates the 
conclusion by expressing the thoughts and opinions of the writer or mentioning a social or natural 
phenomenon.
  Th e reason why these usage of teiru are used to express the “topic of a paragraph” or “conclusion” 
is that the long-term progressive or perfective usage of teiru can express a theory, thought or 
general phenomenon. Th e perfective usage shows the assumption of a topic or a conclusion by 
quoting a preceding study. Th e unifying topic in the perfective usage of teiru acts  to relate a topic, 
an argument, and a conclusion to each other.
Key words:  scientifi c books, perfective usage of teiru, long-term progressive usage of teiru, premise, 
conclusion
